
｜回 一昨きる討植物のした た か な 生 存 戦 略

小さいためか、見過ごしてしまうことの多いコケ槌物。そんな目立たない彼らは、 ｛也の縞物とは少し泌なる生き方を

しています。他の織物との皇居争そできるだけ避けるのもそういった工夫のーつです。ここでは3つの観点からそんな彼

らの生き方を見てみましょう。

変水性 「へんすいせい」と綬みます。反対紛は短水位。ちょうど変副議 ・恒温と同じ関係です。周囲のiliii:皮や水分に

影書されて、体内の含水鼠が容幼に変動する性質です。日中強く乾燥する場所、例えば河原の岩の上、コンクリートの段、

ときには木の妓から垂れて生活する組鎖で特によく総宝しています。乾線すると植物体はカラカラに乾くのですが、死

んだわけではなく干物のような状態でじっと息そひそめて休眠しています。雨が降ったり朝震に濡れると、｛本の表面か

らすばやく＊を吸収してもとのみずみずしい姿に戻り光合成を再開します。乾燥に逆らわず身を任せることで、｛也の植

物が串洲できない渇所に自分のすみかを硲保しているのです。

• 写真：｛左｝道路沿いのコンヲリート法蘭に直後生えて大群落をつくるハマキゴケ．｛中｝ハマキゴケの鉱九友は乾IL右は穂吹きで水を
かけて遭った状餓．｛右｝タカザゴサガリゴケ．ホの緩から畏れさがって生膏L、空気中旬湿度を帝周して生菅ている．

早春の新緑 コケ植物は小さいので光をめぐる餓争は苦手です。そこで編み出した手段が、上空を積う木々よりも早く

早春から新しい1躍を展開することです。コケ継物は常総なのですti鳴年新しく伸びる枝があり、そこでは光合成も活

鈴です。五月の遊休を過ぎると関弱地方では稼業樹が新しい1障を展開してコケ縞物が生きている地面が時くなってし

まいます。そのwlに一生懸命光合成を行うのです。矧寿E主などの早春織物と似た生き方です。

写真。｛左｝地面に簿〈広がるホソパオキナゴケ．｛中）3月上旬に新しい猿を展開するコパノチョウチンゴケ．｛右）春先の里山でよく見かける、

~マゴケの若い胞子体。

水との深い関わり 変＊性とは逆ですが、原始的な陸上総物であるコケ縞物は水と深い繋がりをもっています。手水

鉢がコケ捕物で覆われているのはよく見かける風債です。また、ミズゴケ湿原のように、 ｛也の生物が利用する環廃そ

のものをコケ織物がっくりあげることもあります。地球の創建地酒積のおよそ2%がミズゴケで積われていると知ったら

驚カ寸1るでしょうか。水面をただよいながら生きるコケさえあるのです。 秋山弘之（自然・耳目焼澗佃i研究湖I)

写真：｛泊ミズゴケ湛原のオオミズゴケ． ｛中｝イチョウウキゴケは水面をただよいながら生活-rる犠ーのコケ桶掬．｛右｝ 局在感じ古世る、

ミズシダゴケIi:植われた手水鉢．
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